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マトリックスクラックとは？） 検出法）
　・トランスバースクラックともいい、最初に １、従来法
　　発生する疲労損傷で、強化繊維基材の 　・試験体に造影剤を注入し、Ｘ線透過試験を行い陰影を撮影。
　　厚み方向に進展するクラック。 ２、従来法の問題点
　　トランスバースクラックと層間剥離が交互 　・試験体に造影剤を獲れる端面が必要で、タンクや容器類のようには
　　に発生し進展する。 　　注入面がない物は探傷できない。

　・クラック幅の狭いものや、微小クラックについては十分な解像度が得ら
　　れない場合がある。
　・装置が大掛かりで、Ｘ線作業責任者が必要。

３、超音波探傷法
　・炭素繊維強化プラスチック特融の材料ノイズ（積層界面や繊維及び
　　ボイドなどの反射）の影響でクラックの識別性が低下する場合もある
　　が、焦点型探触子を用いて疲労試験の前後で探傷を行い、探傷結果
　　画像を比較することで、クラックの発生の有無が確認できる。
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